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パラオクチルフェノールの濃縮蝋轍績報告書

t轍期間縣52年7月4日～昭和52年”月18日
2試料名パラオクチルフェノール（翻組一247）
　　構　造　式

　　　　箱　CH多　　CH3
　　　　　　　、　l　　　　　lHO @バーCHゴ♀一CH5
　　　　　　’　CH5　　CH3

　　　　性　状　　融点8R5～81．5℃，沸点2ア6、0℃一

　　　　　　　　　純度9鳳0～％0妖他は雑体のオク勃7エノ所

　　　　　　　　　溶解性水に不溶

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（提示資料をてよる）
5　試験方酸及ぴ条件

馨ll翻魚介類の体内に謝…質の鵡度＿、

　5・1　試験装置及ぴ機器

　　⑥水系環境調節鑓　流水式
　　何加如マトグラフ日程子槻瓶一2・KFP型
5．2　試験条件

5・2．1　　T　I』m試験

　　③　試験魚

　　　　　ヒメダカ平均順晩、塩化第二醐検定合格魚

　　　　※田醜二用水と鰍141297～15。5（197二



Z2

　　分散剤　　　硬化ヒマシ油

　　分散法　　　供試物質29，硬化ヒマシ油（且CO－50）

　　　　　　　　109を少量のアセトンに溶解後ロータリ

　　　　　　　　ーエパポレ一夕ーでアセトンを留去した後イ

　　　　　　　　オ～交i換水で1工に定容し、　2000ppロ

　　　　　　　　（Wレヤ）の原液を調製した。

　濃縮度試験

　（D　外部消毒　止水状態で10跳m塩酸クロロテトラサイク

　　　　　　　　リン溶液で24時間薬浴を行った。

　㈹　 願　　 イヒ　25℃X21日

　　　　　　　　　　　　　魔水量　5791／日

　　　　　　　　（原液：希釈水　　2m工　：400mユ）

　　　　　　　　　　　平均体長　約10晦

　　分散法　　　52」（垣）に同じ

　　試験温度　　 25±2℃一

　　試験水槽の溶存酸禁　　　園一16，17君湘

　　水槽濃度

　　　設定理由　分析限界を考慮して設定した。

　　　設定億　（単位PPb亘／V）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　テ

（り）分散剤及び分散法

＠）試験温度　　25士2C

＠）結　果　48時間TL皿値to5P皿（質／V）

＠）外部消毒及び順化

㈲　試験水槽　　ガラス製　容　量　1001

（c）　試験魚　　　　コイ　平均律重　 」約25g

㈹
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　　　実測値

　　』・一1　濃鐙鐙革を求めるための平均醸（単位PP1

　分析試料の前処理

◎）魚　体　　　試　験　魚
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・体重測定

・細片化

←海砂　　109

←無水硫酸ナトリウム1009

・脱水らい砕

←アセト・二トリル　150血1

．抽出（振とう10分間）

・ろ過（ガラスフィ〃一σ4）

　　ト劃
←アセトニトリル　50斑ユ

・洗滌

4＿＿

上1セト，則型ユ

　　　　　1
　・濃縮（ロー：タリ司ン駅レ畝一で約2

←水200皿　　、　　ま’
卜塩化ナ団ウム609
ニ

鵬識急，翻・・回

以下瀬に続く
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前頁孝り引続き
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ilGC試料ii

　・脱水（無水硫酸ナトリウム）

　◆濃縮（ロ・一夕リーエパポレ一夕ー一）

！●勿　によ絃リ）アップ※

　　　　一こ
一’F �黶A一”・・一 D．二一ご一

※　カラムクロマト〆ラフィー条件

　充てん剤　51砲水シリカゲル109をローヘキサンで充てん

　クロマト管　　ガラス　　20皿φ

　溶　離　液　　10多識エチル含有n一ヘキサン

　　　　　　供試物質は55ml～55皿の分醐に溶出する。

　　　　　　この分画を乾圃俵二硫化炭素で5mlに定容し、

　　　　　　GC試料とする。

（b）試験水

匡堅氷1

・採水

←塩化ナトリウム

←二硫化澱素

・抽出（振とう

1水酬二硫化鵬刷

第1　　第2
酸度区　　濃度区

　200虹1　　　21

　509　500誉
1鴇）200皿1｝X2回

　　・脱水（無水硫酸ナトリウム）

　　・濃縮（ローラり一エペポレ一夕ー）

　　・5m1に定容
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5．2．4 　分析条件

ガスグロマトグラフ

検　出　器

充てん斑

　　　　　カ　ラ　ム

　　　　　カラム濃度

　　　　　注入口温度

　　　　　キャリアガス

4．試験結果

表一2

　　　日本厳子社製」OC－20KPP型

水紫炎イオン化検出器

シリコン0▽一17砺∠グ降モソルプW
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以下次頁に続ぐ



偏　　考

51　分析限界について（水槽濃度設定のための）

　　機器の検出限界（図一・一53照）は約2P］陣である。魚体震

　509，最終液量5証し，回収畢75嘱と考えれば

　　　　　　　2　　　　　　　　　　　＝＝巳44‡砿5P夢mと；なり
　　　　　　75　　50
　　　　　－X　－　　　　　100　　　5

　魚体中硬度で約0．5P皿が分析限界である。

　　濃縮性が低い嵩合、第1濃度区で5倍以下、第2濃度区で

　50倍以下表示を考えて

　　　　　e5　　　　　　　巳5
　　　　　一一　＝＝　5σ　一一一　＝＝　50
　　　　　ω　　　　　　　α01

　水槽礎臓：を設足した0

52　試験中の供試魚の状態について
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1
　　謡1濃度区の0・毒血mは48時間T　L皿櫨のマじにあた9・

　試験期閥中供試魚への生理障害が心配されたが・僻に馨しい変化

　は認めらカ」なかった。

　　　　　　　　　以下次買に続く
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55　部位別試験

　　　8費目の弟筆濃度区の魚儒を頭部，内灘，可食部及び外皮

　勝管・エラ含）に大別し、2尾分を合せて部位籾の警横議簾

　　求めた。

　　　　　　　表一5　部位別結果
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　排泄性試験

　8W目の繋1優麗区を試験飼育終了後正常水にもどし、誹

性試験を行った。

　　　　　　表一4　排泄台生結果
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